
令和３年度 奈良県公民館連絡協議会 事業報告

１ 会議の開催

（１）理事会（年３回）
第１回理事会 期日：令和３年４月２３日（金） 文書会議
第２回理事会 期日：令和３年１２月３日（金） 場所：川西町文化会館
第３回理事会 期日：令和４年３月４日（金） 文書会議

（２）総会（年１回）
期日：令和３年５月２１日（金） 文書会議

２ 事業の開催と実施
（１）大会

①第３２回奈良県社会教育研究大会及び第６８回奈良県公民館大会合同大会 オンデマンド開催
開催期間 令和３年１１月８日（月）～１２月１０日（金） ３７６名参加
収録場所 川西町コスモスホール（令和３年１０月１日）
基調講演 「人と人、人と地域をつなぐ社会教育の役割」

講師：青山鉄兵氏（文教大学人間科学部人間科学科 准教授）
分科会 「世代を超えた地域交流」（葛城市教育委員会事務局生涯学習課課長補佐 駒井康人氏）

「地域と共にある学校づくり」（下市町立下市小学校 校長 鍵田幸男氏）
「人と人をつなげる活動～日本一広い村の取組」（十津川村教育委員会事務局 東光氏）

②第４３回全国公民館研究集会京都大会・第６８回近畿公民館大会京都大会 オンデマンド開催
開催期間 令和４年１月１４日（金）～３月３１日（木）
収録場所 京都府八幡市文化センター
記念講演 「公民館で切り拓く地域の未来～地域づくりの歩みから～」

講師：田所祐史氏（京都府立大学公共政策学部福祉社会学科 准教授）
実践発表 奈良県「社会教育＝まちづくり」（河合町広報広聴課課長 桐原麻以子氏）

（２）研修会
①第１回公民館等職員研修会
期日：令和３年１２月３日（金）３１名参加
場所：川西町文化会館
実践発表・ワークショップ
「持続可能な未来をつくる公民館のチカラ～だれひとり取り残さない貝塚公民館の実践～」

講師：貝塚市立中央公民館 職員 中川知子氏

②第２回公民館等職員研修会兼地域課題の解決を目指すモデル公民館等プロジェクト事業発表会
期日：令和４年３月４日（金） Ｚｏｏｍによるオンライン開催 ２７名参加
実践発表
「世代を超え 互いを認め 尊重し合える地域をめざして～奈良市立都跡公民館のあゆみ～」
講師：奈良市立都跡公民館 館長 大谷 華代子氏

令和３年度地域課題の解決を目指すモデル公民館等プロジェクト事業発表会
成果発表１ 奈良市立田原公民館「田原まち創り講座～竹の再生～」事業
成果発表２ 宇陀市中央公民館

「「公民館まつり」～つどう・まなぶ・つなぐｉｎこうみんかん～事業」
講評：天理大学 副学長 岡田 龍樹氏

（３）表彰式
①奈良県公民館優良職員表彰式

期日：令和３年１０月１日（金） 第３２回奈良県社会教育研究大会及び第６８回奈良県公民
館大会で実施 →オンデマンド開催にて実施 表彰状は各市町村に送付

②全国公民館連合会永年勤続表彰・近畿公民館連絡協議会公民館優良職員表彰式
期日：令和３年１１月１２日（金）第４３回全国公民館研究集会京都大会・第６８回近畿公民

館大会京都大会で令和２年度、令和３年度の表彰を実施
→オンデマンド開催にて実施 表彰状は各市町村に送付



（４）令和３年度地域課題の解決を目指すモデル公民館等プロジェクト事業（委託事業）
令和２年度～３年度 奈良市立田原公民館
令和３年度～４年度 宇陀市中央公民館

奈良市立田原公民館 宇陀市中央公民館

事業名 「田原まち創り講座～竹の再生～」 「公民館まつり」～つどう・まなぶ・
つなぐｉｎこうみんかん～

少子高齢化や過疎化により、農業や環境 少子化による人口減少、高齢化、地域経済
保全の担い手が不足している。特に、竹に の縮小、地方財政の悪化や地域伝統行事等の
ついては生長が早く、竹林の拡大と荒廃が 担い手減少など様々な課題があるなかで、人
進んでおり、竹林の管理や竹の活用が大き と人とのつながりの希薄化による社会的孤独

取組み な課題となっている。誰もが住みたくなる、を課題として事業を実施する。
の趣旨 住んでよかったと思える地域づくりを目的 現在４４団体の公民館活動自主グループの

に、管理には知識が必要とされる竹の再生 登録があるが、それぞれ単独での活動にとど
事業に取り組む。竹を使った土壌の改良や まり、連携がとれていないのが現状であるた
工芸品作りなど、竹の利活用の方法を模索 め、発表の場である「公民館まつり」を実施
する。本事業を通して、地区内外の協力者 し、自主グループの連携の構築を図る。また、
と共に学習を深め、竹林を所有する人たち 社会的に孤立化しやすい障害者への理解を深
及び放置された竹林に困っている人たちが めるため、「手話教室」を実施し、障害者が
興味を持って、自主的に活動するようにな 地域で生き生きと活発に行動できる環境づく
ることを目指す。 りを推進する。

地域の方々に「竹害」を「竹財」と捉え 定評のある公民館講座を実施しても公民館
てもらうために、竹を材料としたインテリ 来館者は４０名程度であるが、「公民館まつ
ア雑貨の工作や門松作り、竹の生態の学習 り」では約７倍の２８２人の来場があり、公
などざまざまな「田原まちづくり講座」を 民館活動を市民の方に知っていただく機会と

成果 行い、性別を問わず、子どもから大人まで なった。アンケート結果からも、「月亭八方
幅広い世代の方が参加し、竹や竹林につい 特別講演」「手話でつながろう」「自主グルー
ての理解を深めることができた。田原竹林 プ特別発表」が特に好評であった。４４団体
マップ、ガイドブックの作成・配布を行い、中、２１の参加があり、これまでよりは、自
地域住民の竹林に対する意識を変えること 主グループのつながりが構築できた。
ができた。

（５）選考会
①令和３年度公民館優良職員表彰選考会 ８月持ち回り審査
②令和３年度地域課題の解決を目指すモデル公民館等プロジェクト事業選考会

第１回 令和３年７月１５日（木）奈良県文化会館
第２回 令和４年３月４日（金）オンライン会議

（６）その他の会合（外部団体に加盟）
①全国公民館連合会第１０回定時総会

令和３年６月４日（金）Ｚｏｏｍによる議案説明 ６月１１日書面開催により議案成立
②近畿公民館連絡協議会評議員会 オンライン開催

第１回令和３年６月２３日（水）
第２回令和３年９月２４日（金）
第３回令和４年３月１８日（金）

③奈良県社会教育委員会議 ④奈良県人権教育推進協議会
⑤奈良県青少年健全育成推進協議会 ⑥親切・美化奈良県民運動推進協議会
⑦北方領土返還要求運動奈良県民会議 ⑧部落差別撤廃と人権確立を目指す奈良県民会議
⑨奈良県明るい選挙推進協会


